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1.遠州七不思議の一、波の音・波小僧  

 遠州地方（静岡県西部）には「雷三里波七里」

という諺がある。遠州地方の海鳴りはそれぼど

内陸にまで届くという例えだ。現代の単位に換

算すれば 27〜28Km に相当する。遠州の人々は

昔からこの海鳴りの聞こえ方で天候の変化を

予測していた。その内容はおおよそ「波音が東

（東南）から聞こえると雨、西（西南）から  

聞こえると晴れ」というもので、遠州七不思議

の一つとされる。この海鳴り現象が起こる由縁

として語られてきたのが「波小僧」伝承である。

波小僧伝承の代表的なものは「漁師の網にひっ

かかった（一説には、大雨で田んぼに取り残さ

れ帰れなくなった）波小僧を、海へ帰してやっ

たお礼に、波小僧が天候の変化を海鳴りで知ら

せるようになった。」というもので、内陸地方で

は「僧侶や農民がつくった藁人形が川から海に

流れ、波音で天候を知らせる」といった話も存

在する  

 本報告は、静岡県浜松市において 2020 年か 

ら筆者らが行なってきた遠州灘の海鳴りの記

憶と現状に関する共同研究の成果から、海鳴り

の可聴範囲に関する調査結果の一部を、浜松市

内の小中学校の「校歌」の調査を中心に報告す

るものである。 

 

2. 海鳴りの記憶と現状の調査  

 

(1)観察・聞き取り調査と投稿情報募集、 

 共同研究では、沿岸地域の地元協力団体有志

との協同観察調査、筆者ら共同研究研者チーム

による観察と録音調査、インターネットホーム

ページ「遠州波小僧プロジェト〜みんなでつく

ろう波音マップ」（https://namikokzo.com/）によ

る海鳴りの現状と記憶に関する投稿情報の募

集、を行った。その経緯や成果は箕浦・大門・

■ 共同研究者チーム 
◆ 地元協力団体有志 
●・○ 聞き取り調査（現在・記憶） 
▲・△ 投稿情報（現在・記憶） 

 図 1 波音の聞かれた地点（現在・記憶） 
(※大門・箕浦・兼古, 2022 をもとに作成) 
出 典 ： 国 土 地 理 院 「 地 理 院 地 図 GSI Maps 」
https://maps.gsi.go.jp から作成（図２も同様） 
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兼古（2021）、大門（2022）、及び大門・箕浦・

兼古（2022）の報告に詳しい。これらの調査の

結果から海鳴りの聞こえる・聞こえていたと思

われる地域を抽出し記したものが図１である。 

(2)浜松市内小中学校校歌の歌詞調査 

 (1)の調査結果の補足と未調査地域の情報を

得るために、浜松市内小中学校の校歌の歌詞の 

調査を行った。 

 調査対象は 2005 年の平成の合併前の旧浜松

市域の小中学校（小学校 64 校、中学校 32 校）

計 96 校 である。対象校歌の歌詞中「波音」「海

鳴り」等に関連する記述がある部分を抽出した

結果、小学校 14 校（廃校２校を含む）、中学校

4 校、計 18 校の校歌にそうした表現が含まれて

いることがわかった。（図 2 ） 

 校歌に波音の記述のある小中学校の分布を

図１の投稿、観察による波音の聞かれた地点と

比較すると、近似の傾向が見て取れることから、

校歌での波音への言及が（かつて）地域で実際

に聞こえたであろう音環境を反映している可

能性が考えらる。今後の海鳴り調査の地域選定

の一つの指標になるともいえるだろう。 

(3)校歌の歌詞に見られる波音の様相 

 図３は校歌に見られる波音の記述内容を学

校所在地の緯度の低い順（おおよそ、遠州灘

に近い順）に並べたものである。（表１） 

海から遠ざかるにつれて、言葉が変化していく

様子が見てとれる。今後は、学校の開校時期・

校歌の成立年代と波音の関連等も検討してい

きたい。  

 
3. 風景のアーカイブズとしての校歌  
 校歌は「子どもの頃に育った環境の象徴」で

あり「地域の「環境意識」を抽出し、風土の分

析をするための素材として役に立つ」と北村ら

は指摘している（北村・浅見 , 1996）。校歌には

郷土の風景の記憶と意識が宿っているのであ

る。とりわけ視覚的な景観に比べて記録の少な

い地域の音環境や聴覚的な記憶を今に伝える

メディアとして、風景のアーカイブズとしての

可能性があるといえよう。  

 校歌のこうした側面は、音楽教育と環境教育、 

郷土教育をつなぐ可能性を示唆している。  

 
本研究は JSPS科研費 20K02174の助成を受けた共同
研究の成果の一部である。ご協力をいただいた、地
元の住民・団体の皆様に感謝申し上げます。  
 
参考文献  
北村眞一・浅見雅子（1996） , 校歌−心の原風景 , 学

文社  
大門（2022） , 遠州灘の海鳴り／波小僧伝承と前浜

の記憶 , 関西大学社会学部紀要 , 53(2) 
大門・箕浦・兼古（2022）, 遠州灘海岸における「海

鳴り」の音響体的特徴の考察 , 日本サウンドス
ケープ協会 2022 年度秋季研究発表会論文集  

たけのこの会編（1983） , 浜松市小中学校校歌校訓
集 , たけのこ会  

箕浦・大門・兼古（2021）, 市民との協働によるサウ
ンドスケープ調査 , 日本サウンドスケープ協会
2021 年度秋季研究発表会論文集  

図 2 校歌に波音が読み込まれている小中学校 

  

● 小学校、■ 中学校 

 

表１  校歌に見られる波音の記述内容  
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1.はじめに   

  1872 年の学制発布により、学校で「唱歌」を

教授することが掲げられた。しかし、それまで

のわが国における「歌」は、大半が口承伝承で

あったため、子どもたちが、学校で歌い学ぶこ

とのできる歌や、その教授法は存在しなかった。

そのため、「当分之ヲ欠ク」と、但し書きが添

えられ、実際には取り扱われなかった。 

 その後、1875 年、伊澤修二が、アメリカで、

ルーサー・ホワイティング・メーソンの下で音

楽を学び、このことが大きなきっかけとなり、

1879 年に帰国した伊澤は、翌年来日したルーサ

ー・ホワイティング・メーソンとともに、子ど

もに与え教授するための「学校唱歌」の創作と

普及に努めることとなった。 

この「学校唱歌」が本発表で使用する我が国

最初の『小学唱歌集』である。『小学唱歌集』

は、初篇 33 曲（1881）、第二篇 16 曲（1883）、

第三篇 42 曲（1884）の全 91 曲である。 

2.唐澤富太郎について  
唐沢富太郎は、1911 年新潟で生まれの教育史

学者である。唐沢は、『教科書の歴史』第三章「儒

教主義復活時代の教科書」において全曲を歌詞

の内容で分類した。以下がその項目である。  

１．  自然、生活、行事に関するもの  

・自然 34 曲  

  ・生活行事 5 曲  

２．  君が代を祝うもの 忠君愛国的なもの  

・君が代を祝うもの 21 曲  

・忠君愛国 5 曲  

３．  教訓的なもの  

・父母 6 曲  

・勉学・勤勉 11 曲  

・人倫・人生 9 曲  

 

3.唐澤の分類について  
 唐沢は、全 91 曲を歌詞の内容で分類したと

言っているが、以下のような根拠が曖昧なもの

がある。  

「第十七 蝶々」  

「さかゆる御代に」という歌詞があるため「君

が代を祝うもの」に分類  

「第八十三 さけ花よ」  

「にごらぬ御代に」という歌詞があるにもかか

わらず「自然」に分類  

 そこで、KH コーダによるテキストマイニン

グにより、言葉そのものの関係性などを探り、

『小学唱歌集』初篇、第二篇、第三篇、全 91 曲

の分類を試みる。  

 

4. KH Coder による整理と分類  
全 91 曲の歌詞内の名詞に着目し、その出現

頻度や、KH Coder を用い、共起ネットワークを
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